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勝
浦
港

第
15
回

開催日　６月３日（土）
時間　８：３０～１５：００
会場　墨名市営駐車場

 「第15回勝浦港カツオまつり」が今年も、墨名市営駐車場を会場として開催され、新鮮なカツオ
の販売や「カツオのたたき」「カツオの串揚げ」「カツオの漬け丼」「外房つりきんめ汁」など種
類豊富な魚介類・水産加工品および勝浦の地酒・飲食物などの模擬店が多数出展するほか、ステー
ジパフォーマンスやキッズコーナーも設置されます。
　全国有数のカツオの水揚げ高を誇る勝浦の初夏のひとときを楽しんでみませんか？

 【
イ
ベ
ン
ト
】

◆
カ
ツ
オ
の
販
売

新
鮮
な
カ
ツ
オ
を
購
入
で
き
ま
す
。

（
先
着
順
）
さ
ら
に
、
買
っ
た
カ
ツ

オ
は
、
そ
の
場
で
送
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
売
り
切
れ
の
場
合
は
ご
容
赦

く
だ
さ
い
。

◆
魚
介
類
な
ど
の
販
売

お
よ
そ
50
店
舗
の
模
擬
店
を
募
り
、

魚
介
類
や
水
産
加
工
品
お
よ
び
飲
食
物

の
販
売
・
産
業
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

◆
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
販
売

 「
か
つ
う
ら
肉
肉
大
作
戦
」
と
銘
打
っ

て
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド
牛
な
ど
の
料
理
の

販
売
を
行
い
ま
す
。

◆
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
国
際
武
道
大
学
沖

縄
県
人
会
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
の
演

舞
、
地
元
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類

の
体
験
入
札
、
と
こ
ろ
て
ん
早
食
い

競
争
を
行
い
ま
す
。

◆
チ
ュ
バ
チ
ュ
バ

　

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
シ
ョ
ー

チ
バ
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
シ
ョ
ー

お
よ
び
握
手
会
や
記
念
撮
影
会
を
行

い
ま
す
。

◆
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

・
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
体
験
型

ゲ
ー
ム
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ
（
チ
ー
バ
く

ん
・
勝
浦
カ
ッ
ピ
ー
な
ど
）
と
の
記

念
撮
影
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K・A・P・P・Y 
ビジター
センター

カ
ツ
オ
ま
つ
り

・
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
（
磯
に
生
息
す
る
生

き
物
た
ち
と
触
れ
合
え
る
プ
ー
ル
）

 【
駐
車
場
】

勝
浦
市
役
所
（
駐
車
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
）

※
会
場
周
辺
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

お
車
で
お
越
し
の
場
合
、
市
役
所
を

駐
車
場
と
い
た
し
ま
す
。
会
場
と
市

役
所
を
結
ぶ
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

農
林
水
産
課
水
産
係

　

☎
０
４
７
０

−

73

−

６
６
３
６
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保健だより
申込・問合せ　介護健康課　健康管理係　☎７３−６６１４

平
成
29
年
度
骨
粗
し
ょ
う
症

予
防
検
診
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発

見･

早
期
治
療
の
た
め
に
、
左
記
の
日

程
で
骨
密
度
測
定
を
行
い
ま
す
。
ご

自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

日
時
・
会
場

○
５
月
24
日
㈬
・
興
津
集
会
所

○
６
月
１
日
㈭
・
上
野
集
会
所

○
８
月
31
日
㈭
・
総
野
集
会
所

○
10
月
16
日
㈪
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
10
月
17
日
㈫
・
勝
浦
市
役
所

※
受
付
時
間
は
す
べ
て

　

13
時
30
分
～
15
時

対
象
者

　

勝
浦
市
民
で
20
～
75
歳
ま
で
の
女
性

費
用　

無
料

内
容

①
超
音
波
検
査　

足
の
か
か
と
で
測

定
し
ま
す
の
で
、
素
足
に
な
れ
る

格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
保
健
指
導　

問
診
票
や
測
定
結
果

を
も
と
に
、
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
に
よ
る
個
別
指
導
を
行
な
い
ま

す
。

持
参
す
る
も
の

　

健
康
手
帳
な
ど
、
過
去
の
デ
ー
タ

が
わ
か
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

二十歳を過ぎたら受診しよう！

平成２９年度

子宮頸がん検診
　市では、子宮頸がんによる死亡者数を減少させるために検
診を実施しています。子宮頸がんは症状が現れにくく、気づ
かないうちに病状が進行している場合があります。しかし、
検診を受けることで、がんになる前の正常ではない細胞を発
見することが可能です。ぜひ、この機会に受診くださいます
ようお願いいたします。

月　日 受付時間 対象地区 送迎バス

６月６日（火）
　９：３０～１１：００ 勝浦、出水

１３：００～１４：３０ 部原、沢倉

６月７日（水）

　９：３０～１１：００ 上野地区、総野地区 上野地区、総野地区方面

１３：００～１４：３０ 大沢、浜行川、興津久保山台、興津、
守谷、鵜原、吉尾、串浜、松部

興津久保山台、浜行川、興津、
守谷、鵜原、吉尾、串浜、松部
方面

６月 8 日（木）
　９：３０～１１：００ 墨名、浜勝浦、川津

１３：００～１４：３０ 新官

１．集団検診日程　【会場はすべて勝浦市芸術文化交流センター（キュステ）です】

※会場準備のため、９：００前の入場はできませんのでご了承ください。
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２
．
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
対
象
者

　

勝
浦
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で

20
歳
以
上
の
女
性
（
年
齢
基
準
日
：
平

成
30
年
４
月
１
日
現
在
）    

３
．
検
診
方
法

　

診
察
お
よ
び
細
胞
診  

４
．
注
意
事
項

①
昨
年
受
診
さ
れ
た
方
、
受
診
申
し
込
み

の
あ
っ
た
方
に
受
診
票
を
送
付
い
た
し

ま
す
。
対
象
者
の
方
で
新
た
に
受
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
介
護
健
康
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
検
診
バ
ス
の
１
日
あ
た
り
の
検
診
人
数

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
検
診
機
関
の
指

示
に
よ
り
検
診
日
を
指
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に
ご

都
合
の
悪
い
方
は
、
集
団
検
診
日
程
内

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年

度
も
、
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
頸
が
ん
検

診
が
別
日
程
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
（
乳
が
ん
検
診
は
10
月
４

日
・
６
日
・
７
日
で
す
）

③
受
診
票
裏
面
の
注
意
事
項
を
必
ず
ご
一

読
し
、
「
問
診
事
項
」
を
必
ず
事
前
に

ご
記
入
の
う
え
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
ご
記
入
は
、
鉛
筆
で
お
願
い
し
ま
す
。

④
下
着
を
脱
ぎ
、
診
察
台
に
上
が
り
ま
す

の
で
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
を
着
用
し
て
下

さ
い
。

⑤
性
経
験
の
な
い
方
は
、
個
別
検
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。

※
子
宮
頸
が
ん
集
団
検
診
は
、
検
査
時
に

器
具
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
性
経
験
が

な
い
方
は
、
裂
傷
・
出
血
な
ど
の
危
険

性
が
高
く
治
療
が
必
要
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
検
査
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

⑥
集
団
検
診
を
実
施
し
て
い
る
「
ち
ば
県

民
保
健
予
防
団
」
に
よ
る
「
子
宮
全
摘

出
手
術
を
受
け
て
い
る
方
は
、
医
療
機

関
で
の
受
診
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
考

え
か
ら
、
検
診
希
望
者
に
は
、
個
別
検

診
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

５
．
持
参
す
る
も
の

　

受
診
票
、
検
診
料
金
（
５
０
０
円
）　

※
た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
無
料

と
な
り
ま
す
。
（
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
者
証
、
ま
た
は
生
活
保
護
受
給
者
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

６
．
検
査
結
果
に
つ
い
て

　

検
診
結
果
は
お
お
む
ね
１
ヶ
月
後
に
、

個
別
に
通
知
（
郵
送
）
し
ま
す
。

７
．
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
に
つ
い
て

①
実
施
期
間

　

６
月
６
日
㈫
～
９
月
30
日
㈯

②
受
診
方
法

　

実
施
医
療
機
関
に
連
絡
し
て
い
た
だ

き
、
必
ず
予
約
を
し
て
か
ら
受
診
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
個
別
検
診
の
受
診
票
は
、
実
施
医
療
機

関
に
あ
り
ま
す
。
介
護
健
康
課
が
郵
送

し
た
受
診
票
は
、
集
団
検
診
用
で
す
の

で
、
個
別
検
診
で
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

※は持ちもの【各種健康相談】

●お誕生教室（対象者に個別通知）
　対象：Ｈ２８年５月～６月生まれの方
☞６月１４日㈬
　受付：９：３０～１０：３０
　芸術文化交流センター大会議室
※母子健康手帳・アンケート
　使用中の歯ブラシ

●親子ひろば
　対象：０歳～就学前のお子さま
　（一部には個別通知あり）
☞６月１４日㈬　
　受付：１３：３０～１５：００
　芸術文化交流センター大会議室
※母子健康手帳
　アンケート（一部の方のみ）

●子育て相談ぐんぐん
　（言語発達の相談）
　対象：就学前のお子さま
☞６月２１日㈬　
　受付：１０：００～１４：３０
　こども館　＊要予約
※母子健康手帳

医療機関 受　付 住　所 電話番号

塩田病院
水曜日の午前中のみ
受付時間
９：００～１１：００

勝浦市出水
１２２１ ７３−１２２１

もりかわ医院

月～土　９：００～１１：３０
月・火・金・土は、
１４：３０～１６：３０も受付可
休診日：日、祝

いすみ市
岬町長者
１７７

８７−３３４７

④個別検診実施医療機関

※必ず受診される上記の医療機関に予約をしてから受診をしてください。

③
持
ち
物

・
検
診
料
金
（
１
，０
０
０
円
）

・
保
険
証

※
た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
無
料

と
な
り
ま
す
。
（
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
者
証
、
ま
た
は
生
活
保
護
受
給
者
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

5 KATSUURA 2017.5.19



　市では、家庭における地球温暖化対策の推進
を図ることを目的に、市内の住宅に省エネルギー
設備等を設置される方に対し、その経費の一部
を補助しています。

○太陽光発電システム　

○家庭用燃料電池システム
　（エネファーム）

○定置用リチウムイオン
　　　　　　蓄電システム

申
請
で
き
る
要
件

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。
ま
た
は
、
補

助
対
象
設
備
の
設
置
完
了
時
ま
で
に
住
民

登
録
が
で
き
る
方
。

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

○
自
ら
居
住
ま
た
は
居
住
を
予
定
し
て
い
る

市
内
の
住
宅
に
補
助
対
象
設
備
を
設
置
す

る
方
。

○
申
請
さ
れ
る
方
が
住
宅
の
所
有
者
で
は
な

い
場
合
ま
た
は
共
有
者
が
い
る
場
合
は
、

全
て
の
所
有
者
ま
た
は
共
有
者
の
間
で
同

意
が
と
れ
て
い
る
方
。

○
補
助
対
象
設
備
の
う
ち
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
は
、
既
築
住
宅

へ
の
設
置
お
よ
び
当
該
住
宅
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

ま
た
は
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
が
条
件
と
な
り
、
か
つ
発

電
し
た
電
力
に
つ
い
て
電
気
事
業
者
と
の

間
で
特
定
契
約
の
締
結
を
さ
れ
る
方
。

※「
既
築
住
宅
」
と
は
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
工
事
に
着
工
す
る
前
日
ま
で
に
建
築
工

事
が
完
了
し
て
い
る
住
宅
を
指
し
ま
す
。

※「
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
と
は
住
宅
全
体
の
電
力
使
用

量
な
ど
を
自
動
で
実
測
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の「
見
え
る
化
」
を
図
る
と
と
も
に
、
機
器

の
電
力
使
用
量
な
ど
を
調
整
す
る
制
御
機

能
を
有
し
、
機
器
の
制
御
に
係
る
装
置
（
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
）
が
一
般
社
団
法
人

エ
コ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
定
め

る
「
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ　

Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
」
規

格
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
も
の
を
い
い

ま
す
。

○
過
去
に
同
一
の
設
備
で
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
。

○
平
成
30
年
２
月
末
ま
で
に
実
績
報
告
書
を

提
出
で
き
る
方
。

※
補
助
で
き
る
件
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
（
先
着
順
）、
終
了

と
な
り
ま
す
。

補
助
額

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム  

上
限
９
万
円

　
（
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
（
小
数
点
以
下
第

３
位
を
四
捨
五
入
）
に
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

当
た
り
２
万
円
を
乗
じ
た
金
額
（
千
円
未

満
切
り
捨
て
））

○
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

　
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
上
限
10
万
円

○
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

　

蓄
電
シ
ス
テ
ム　

上
限
10
万
円

※
い
ず
れ
の
設
備
も
未
使
用
品
で
あ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

※
補
助
金
は
補
助
対
象
設
備
の
種
類
ご
と
に
、

１
つ
の
住
宅
に
１
回
限
り
交
付
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
補
助
対
象
と
な
る
設
備
お
よ
び

経
費
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
勝
浦
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　

申
請
書
類
は
生
活
環
境
課
に
て
配
布
ま
た

は
勝
浦
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
な
書
類
を
添
付
の
う
え
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　

☎
73

−

６
６
３
９

始めませんか？エコな暮らし始めませんか？エコな暮らし
～住宅用省エネルギー設備等設置に係る
　　　　　　　　　　　　経費の一部を補助しています～
～住宅用省エネルギー設備等設置に係る
　　　　　　　　　　　　経費の一部を補助しています～
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相談日

６月

まずは相談してみませんか？
悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

●相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ・予約（☎番号）

●合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

　６日（火）

１３時～１５時（受付時間）

市役所 企画課　　　　 （７３－６６５７）

１３日（火） 保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

２０日（火） 総野集会所 社会福祉協議会（７３－６１０１）

●市民法律相談（予約制・先着順５名まで・１名につき３０分間）

　８日（木）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２３日（金）

●家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・木・金曜日 ８時３０分～１６時 社会教育課 社会教育課（７３－６６６５）

●学校教育に関する相談

火・水・木曜日 ８時３０分～１６時 教育課 教育課（７３－６６６４）

●消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

●損害保険に関する相談、トラブル解決機関（電話および面談）

祝日を除く
月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター

東京
日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター
東京（０５７０－０２２－８０８）

●女性のための総合相談　

祝日を除く
火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４－７１４０－８６０５）

●男性のための総合相談　

祝日を除く
火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４３－２８５－０２３１）

●精神障害者の自立・社会参加に関する相談

土・日・祝・
年末年始を除く毎日 １０時～１６時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

●ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く
月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会

（０１２０－５３－４１４１）

●千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（予約制）

祝日を除く
月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション

（０４７５－２３－５５１５）

●２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

●電話de詐欺（振り込め詐欺）専用ダイヤル

祝日を除く
月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 電話 de 詐欺専用ダイヤル

（０１２０－４９４－５０６）
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菜
く
ず
は
馬
の
餌
に
し
ま
す
」
と
、
馬
を
通

じ
た
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
。
さ
ら
に
会
社

の
同
僚
た
ち
と
と
も
に
厩
う
ま
や

ま
で
建
て
て
し

ま
っ
た
。
今
も
そ
の
友
人
た
ち
と
の
交
流
は

盛
ん
だ
。「
こ
こ
は
山
里
で
海
も
近
い
。
友

人
た
ち
も
来
や
す
い
ん
で
す
。
海
水
浴
の
つ

い
で
と
か
。
よ
く
こ
こ
が
民
宿
と
化
し
ま
す

よ
。
田
舎
だ
か
ら
寂
し
い
と
は
思
わ
な
い
で

す
。
普
段
は
ラ
フ
に
過
ご
せ
る
か
ら
い
い
で

い
」
と
い
う
「
お
互
い
の
夢
が

一
致
し
た
」
こ
と
か
ら
勝
浦
へ
の

移
住
が
実
現
し
た
の
だ
っ
た
。

　
粧
子
さ
ん
が
馬
に
惹ひ

か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
娘
さ
ん
が
乗
馬
を
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。「
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
娘
を

連
れ
て
行
く
ん
で
す
が
、
娘
が
馬
に
乗
っ
て

い
る
の
を
た
だ
見
て
い
る
の
も
な
ん
だ
か

ら
、
私
も
乗
っ
て
見
た
ら
…
見
事
に
ハ
マ
っ

た
」。
当
時
は
勤
め
て
い
た
会
社
で
オ
ー
ト

バ
イ
の
設
計
な
ど
を
し
て
い
た
。「
同
僚
と

ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
跨
ま
た
が

る
も
の
が
バ
イ
ク
か
ら
馬
に
な
っ
た
。〝
市

川
の
馬
バ
カ
〞
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
」
と
、

だ
。
そ
し
て
、
も
う
一
頭
が
元
・
競
走
馬

の
〝
ポ
ッ
シ
ー
〞。
い
か
に
も
俊
敏
そ
う
な
、

シ
ャ
ー
プ
な
ス
タ
イ
ル
が
美
し
い
。

　
２
０
１
４
年
ま
で
埼
玉
県
に
暮
ら
し
て
い

た
市
川
さ
ん
ご
夫
妻
。
だ
が
、
粧
子
さ
ん
の

「
馬
と
一
緒
に
生
活
し
た
い
」
と
の
思
い
と
、

ご
主
人
、
哲
也
さ
ん
の
「
釣
り
を
楽
し
み
た

katsuurashii-person   47

　
海
辺
か
ら
急
坂
を
上
が
っ
て
勝
浦
東
急
の

住
宅
地
を
過
ぎ
る
と
、
田
園
が
車
窓
に
広
が

り
、
ぐ
っ
と
里
山
の
雰
囲
気
に
。
貝
掛
交
差

点
を
左
に
折
れ
、
田
ん
ぼ
の
向
こ
う
に
見
え

る
光
景
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
な
ん
と
馬
が

悠
々
と
闊か
っ
ぽ歩

し
て
い
る
で
は
な
い
か
！
驚
い

て
い
る
と
、
颯
爽
と
馬
上
か
ら
目
の
前
に
降

り
立
つ
女
性
が
。
こ
の
方
こ
そ
、
馬
主
の
市

川
粧
子
さ
ん
で
あ
る
。

　「
こ
こ
は
貝
掛
だ
か
ら
〝
カ
イ
〞
と
い
う

名
前
な
の
」
と
、
愛
馬
を
見
つ
め
る
粧
子
さ

ん
。
カ
イ
は
長
野
県
木
曽
地
域
に
伝
わ
る
木

曽
馬
の
血
統
。
ず
ん
ぐ
り
と
愛
ら
し
い
体
型

な
の
は
、
元
々
馬
耕
や
馬
搬
用
に
開
発
さ
れ

た
馬
だ
か
ら
。
踏
ん
張
り
が
き
く
の
が
特
徴

里
山
を
駆
け
る
馬
た
ち

取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子
記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　☎0470-73-6654

す
よ
ね
」
と
、
勝
浦
暮
ら
し
を
満
喫
の
ご
様

子
。「
暑
さ
に
弱
い
馬
に
と
っ
て
も
勝
浦
は

過
ご
し
や
す
い
で
す
」
と
粧
子
さ
ん
も
隣
で

頷う
な
ずい

た
。

　「
せ
っ
か
く
馬
を
飼
っ
て
い
る
の
で
、
人

に
役
立
つ
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」
と
、
今

後
の
抱
負
を
語
る
粧
子
さ
ん
。こ
れ
ま
で
も
、

多
動
性
障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
受
け
入
れ
経

験
が
あ
る
。「
障
害
を
持
っ
て
い
る
か
ら
馬

を
引
っ
張
る
だ
け
で
体
験
は
終
わ
り
、
で
は

な
く
、
本
人
の
技
量
に
合
わ
せ
て
馬
に
乗
っ

た
り
、馬
の
手
入
れ
を
し
た
り
、掃
除
を
や
っ

て
も
ら
っ
た
り
。
そ
う
し
て
自
分
で
で
き
る

と
、
自
信
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
」。

　
さ
ら
に
粧
子
さ
ん
は
「
勝
浦
の
子
ど
も
た

ち
に
も
馬
に
接
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
も
。

「
慣
ら
す
必
要
が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
馬
に
乗

る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
世
話
を
介
し
て
学

べ
る
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
乗
馬
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と『
馬
っ
て
こ
ん
な
振
動
な
ん
だ
』

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
り
。
た
だ
乗
る
だ

け
で
は
な
く
、
本
当
の
馬
の
魅
力
を
知
っ
て

ほ
し
い
」。
そ
う
話
す
粧
子
さ
ん
は
、
視
線

を
二
頭
の
馬
に
移
し
「
そ
し
て
、
馬
の
余
生

を
見
守
り
た
い
で
す
ね
」
と
呟
つ
ぶ
や

い
た
。

そ
の
眼
差
し
は
温
か
な

愛
情
に
満
ち
て
い
た
。

粧
子
さ
ん
は
笑
い
な
が
ら
振
り
返
っ
た
。

　
そ
ん
な
馬
の
魅
力
は
バ
イ
ク
と
違
い
「
言

う
こ
と
を
聞
か
な
い
」
と
こ
ろ
だ
と
、
粧
子

さ
ん
は
強
調
す
る
。「
子
育
て
と
同
じ
。
馬

が
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
と
、
よ
く
怒
鳴
っ

た
り
叩
い
た
り
し
て
怒
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
で
も
、
で
き
な
い
の
は
馬
に
教
え
て

い
な
い
か
ら
。
時
間
を
か
け
て
馬
に
理
解
さ

せ
な
い
と
。
そ
し
て
で
き
た
ら
『
そ
う
、
こ

れ
だ
よ
！
』
と
褒
め
る
。
い
い
と
こ
ろ
を
探

す
こ
と
で
す
」。
馬
に
乗
っ
て
い
る
時
だ
け

で
な
く
、
普
段
の
世
話
か
ら
少
し
ず
つ
お
互

い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
馬
と

人
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
く
。

　
一
方
、
哲
也
さ
ん
は
釣
り
ば
か
り
し
て
い

る
訳
で
は
な
く
、
餌
や
り
に
掃
除
に
と
、
毎

日
馬
の
世
話
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
。「
馬

糞
は
近
く
の
農
家
さ
ん
に
肥
料
と
し
て
差
し

あ
げ
て
い
ま
す
。
野
菜
を
お
裾
分
け
し
て
い

た
だ
け
る
の
で
、
私
た
ち
が
食
べ
た
り
、
野

上）日々のケアは欠かせない　左）勝浦の里山をバックに、
颯爽と駆け抜けるポッシーと粧子さん

右）木曽馬のカイ　左）掃除中の哲也さん。餌やりは 1日
3回。汗をよくかくので与える水と塩には特に気を使う

馬小屋は主に哲也さんが自身で建てた。コ
ンクリ打ちは粧子さんも手がけた

愛犬モモちゃんも
市川ファミリーの一員

馬
と
築
く
信
頼
関
係

馬
と
、
勝
浦
の
暮
ら
し
と

馬
を
、
も
っ
と
身
近
に

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な

が
り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

馬
と
人
と
共
に
あ
る

勝
浦
の
里
山
暮
ら
し

シーズン

市川粧子さん
哲也さん

【粧子さん】1961 年 10
月 23 日生まれ。埼玉県志
木市出身。本田技研工業で
バイクの設計などを担当。
2014 年に哲也さん、２頭
の馬たちとともに勝浦暮ら
しを始める

【哲也さん】1952年 12月
8日生まれ。茨城県水戸市
出身本田技研工業でテスト
ライダーなどで活躍

右が元・競走馬の「ポッ
シー」。左が木曽馬の「カイ」
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が
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カ
イ
は
長
野
県
木
曽
地
域
に
伝
わ
る
木

曽
馬
の
血
統
。
ず
ん
ぐ
り
と
愛
ら
し
い
体
型

な
の
は
、
元
々
馬
耕
や
馬
搬
用
に
開
発
さ
れ

た
馬
だ
か
ら
。
踏
ん
張
り
が
き
く
の
が
特
徴

里
山
を
駆
け
る
馬
た
ち

取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子
記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　☎0470-73-6654

す
よ
ね
」
と
、
勝
浦
暮
ら
し
を
満
喫
の
ご
様

子
。「
暑
さ
に
弱
い
馬
に
と
っ
て
も
勝
浦
は

過
ご
し
や
す
い
で
す
」
と
粧
子
さ
ん
も
隣
で

頷う
な
ずい

た
。

　「
せ
っ
か
く
馬
を
飼
っ
て
い
る
の
で
、
人

に
役
立
つ
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」
と
、
今

後
の
抱
負
を
語
る
粧
子
さ
ん
。こ
れ
ま
で
も
、

多
動
性
障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
受
け
入
れ
経

験
が
あ
る
。「
障
害
を
持
っ
て
い
る
か
ら
馬

を
引
っ
張
る
だ
け
で
体
験
は
終
わ
り
、
で
は

な
く
、
本
人
の
技
量
に
合
わ
せ
て
馬
に
乗
っ

た
り
、馬
の
手
入
れ
を
し
た
り
、掃
除
を
や
っ

て
も
ら
っ
た
り
。
そ
う
し
て
自
分
で
で
き
る

と
、
自
信
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
」。

　
さ
ら
に
粧
子
さ
ん
は
「
勝
浦
の
子
ど
も
た

ち
に
も
馬
に
接
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
も
。

「
慣
ら
す
必
要
が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
馬
に
乗

る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
世
話
を
介
し
て
学

べ
る
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
乗
馬
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と『
馬
っ
て
こ
ん
な
振
動
な
ん
だ
』

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
り
。
た
だ
乗
る
だ

け
で
は
な
く
、
本
当
の
馬
の
魅
力
を
知
っ
て

ほ
し
い
」。
そ
う
話
す
粧
子
さ
ん
は
、
視
線

を
二
頭
の
馬
に
移
し
「
そ
し
て
、
馬
の
余
生

を
見
守
り
た
い
で
す
ね
」
と
呟
つ
ぶ
や

い
た
。

そ
の
眼
差
し
は
温
か
な

愛
情
に
満
ち
て
い
た
。

粧
子
さ
ん
は
笑
い
な
が
ら
振
り
返
っ
た
。

　
そ
ん
な
馬
の
魅
力
は
バ
イ
ク
と
違
い
「
言

う
こ
と
を
聞
か
な
い
」
と
こ
ろ
だ
と
、
粧
子

さ
ん
は
強
調
す
る
。「
子
育
て
と
同
じ
。
馬

が
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
と
、
よ
く
怒
鳴
っ

た
り
叩
い
た
り
し
て
怒
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
で
も
、
で
き
な
い
の
は
馬
に
教
え
て

い
な
い
か
ら
。
時
間
を
か
け
て
馬
に
理
解
さ

せ
な
い
と
。
そ
し
て
で
き
た
ら
『
そ
う
、
こ

れ
だ
よ
！
』
と
褒
め
る
。
い
い
と
こ
ろ
を
探

す
こ
と
で
す
」。
馬
に
乗
っ
て
い
る
時
だ
け

で
な
く
、
普
段
の
世
話
か
ら
少
し
ず
つ
お
互

い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
馬
と

人
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
く
。

　
一
方
、
哲
也
さ
ん
は
釣
り
ば
か
り
し
て
い

る
訳
で
は
な
く
、
餌
や
り
に
掃
除
に
と
、
毎

日
馬
の
世
話
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
。「
馬

糞
は
近
く
の
農
家
さ
ん
に
肥
料
と
し
て
差
し

あ
げ
て
い
ま
す
。
野
菜
を
お
裾
分
け
し
て
い

た
だ
け
る
の
で
、
私
た
ち
が
食
べ
た
り
、
野

上）日々のケアは欠かせない　左）勝浦の里山をバックに、
颯爽と駆け抜けるポッシーと粧子さん

右）木曽馬のカイ　左）掃除中の哲也さん。餌やりは 1日
3回。汗をよくかくので与える水と塩には特に気を使う

馬小屋は主に哲也さんが自身で建てた。コ
ンクリ打ちは粧子さんも手がけた

愛犬モモちゃんも
市川ファミリーの一員

馬
と
築
く
信
頼
関
係

馬
と
、
勝
浦
の
暮
ら
し
と

馬
を
、
も
っ
と
身
近
に

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な

が
り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

馬
と
人
と
共
に
あ
る

勝
浦
の
里
山
暮
ら
し

シーズン

市川粧子さん
哲也さん

【粧子さん】1961 年 10
月 23 日生まれ。埼玉県志
木市出身。本田技研工業で
バイクの設計などを担当。
2014 年に哲也さん、２頭
の馬たちとともに勝浦暮ら
しを始める

【哲也さん】1952年 12月
8日生まれ。茨城県水戸市
出身本田技研工業でテスト
ライダーなどで活躍

右が元・競走馬の「ポッ
シー」。左が木曽馬の「カイ」



優秀賞　髙梨　龍希（勝浦中１年）
　　　　木村　颯仁（勝浦小６年）
　　　　髙梨　晃成（勝浦小６年）
　　　　藤枝林太郎（勝浦小５年）
　　　　塩原　祐磨（総野小５年）
　　　　清家　琢己（総野小４年）

MY STAGE

市
短
歌
会

若
布
干
す
浜
の
男
女
の
話
し
声

　途
切
れ
つ
つ
聞
こ
ゆ
晴
れ
た
る
朝
に

小
林

　秀
子

ス
リ
ッ
パ
の
音
た
て
寒
い
と
降
り
て
く
る

　妻
と
茶
に
す
る
楽
し
夢
み
ぬ

那
須

　真
治

風
光
り
キ
ラ
キ
ラ
眩
い
波
の
間
を

　数
多
の
水
鳥
ふ
わ
り
た
だ
よ
う大

槻

　晏
子

青
空
に
桑
の
新
芽
が
鮮
や
か
に

　い
で
湯
の
中
で
心
も
和
む

藤
江
あ
け
み

淡
青
の
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
の
花
ゆ
れ
て

　小
鳥
い
る
ら
し
風
な
き
春
の
日遠

藤

　久
子

甲
羅
干
し
の
亀
を
指
さ
し
幼
児
は

　乳
母
車
押
す
母
親
見
上
ぐ

岩
崎

　千
恵

う
ぐ
い
す
の
幼
き
初
音
聴
き
し
朝

　目
に
も
耳
に
も
春
は
訪
い
来
し黒

沼

　令
子

里
芋
に
小
松
菜
合
わ
せ
味
噌
汁
と

　明
日
を
メ
モ
し
て
今
日
は
お
仕
舞

渡
辺

　洋
子

磯
あ
け
て
岩
を
ふ
み
ふ
み
渡
り
ゆ
く

　若
布
な
び
い
て
足
を
な
で
く
る松

村

　憲
子

花
散
ら
す
よ
う
に
舞
く
る
ぼ
た
ん
雪

　ガ
ラ
ス
戸
開
け
て
わ
が
手
の
平
に

小
沢
き
み
枝

◇１１歳～１２歳区分１００ｍ平泳ぎ
　山下　宥理奈（勝浦小６年）
　（ジャパンスイミングスクール大原所属）

第39回全国ＪＯＣジュニア
オリンピックカップ
春季水泳競技大会出場

第54回関東小学生剣道錬成大会

か
ご
の
鳥
今
は
飛
べ
な
い
体
で
も

　さ
す
ら
う
人
の
旅
に
憧
れ

柴
代

　信
子

施
設
入
り
し
友
二
ヶ
月
を
過
ぎ
し
春

　ほ
ん
の
り
頬
の
紅
が
ま
ぶ
し
い吉

野
佳
世
子

な
つ
か
し
く
美
空
ひ
ば
り
の
ビ
ッ
グ
シ
ョ
ー

　楽
し
い
は
ず
が
な
ぜ
か
悲
し
く佐

藤

　歌
子

皇
居
の
周
辺
桜
の
花
の
咲
き
誇
り

　遺
族
の
心
を
優
し
く
包
む

細
野
千
枝
子

梅
の
花
さ
か
り
の
香
り
身
に
受
け
て

　明あ
す日
出
荷
な
す
蕗
の
と
う
採
る里

見

　絹
枝

ひ
た
す
ら
に
農
に
励
み
し
夫
思
い

　納
屋
に
残
り
し
鋤
鍬
握
る

鈴
木

　芳
子

桜
花
舞
う
平
和
の
空
に
ミ
サ
イ
ル
の

　影
隠
れ
い
て
北
風
強
し

海
老
根
し
げ

細
き
尾
羽
上
下
に
振
り
て
鶺
鴒
の

　吾
が
足
元
を
忙
し
げ
に
ゆ
く

小
林

　秀
子

短
歌
（
一
般
）

大
儀
を
ば
大
儀
を
つ
く
す
現か

み
人
神
お
り
て

　日
の
本
の
國
永と

は遠
に
安や
す
ら
ぐ泰

福
山

　富
二

の
ど
か
な
る
田
畑
に
菜
の
花
咲
き
ゆ
れ
て

　少
女
は
行ゆ

く
や
青
空
の
果
て

里
見
ふ
み
子

天
高
く
ひ
鯉
ま
鯉
の
ひ
る
が
え
る

　山
里
の
村
今
日
も
の
ど
け
き

鬼
久
保
里
子

※
お
願
い

　

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

６
月
16
日
発
行
号
に
掲
載
す
る
作
品
は
、
５
月
26
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
制
服
ま
ぶ
し
い
中
学
の

　坂
を
の
ぼ
り
来
る
新
し
き
友

岡
村

　朋
子

市
俳
句
会
　

朝
バ
ス
の
ワ
イ
パ
ー
繁
し
春
み
ぞ
れ

北
条

　杜
岡

は
ら
は
ら
と
日
米
野
球
の
三
月
尽池

田
す
み
子

菜
の
花
や
上
総
の
海
の
き
ら
め
き
て

石
井
れ
い
子

流
れ
寄
る
藻
屑
の
中
の
和
布
か
な関

野

　汀
華

二
声
は
朝
の
あ
い
さ
つ
雉
啼
け
る藤

井

　和
子

辨
天
堂
檀
家
な
け
れ
ど
磯
さ
ざ
え田

邊

　観
潮

俳
句
（
一
般
）

初
蛙
雨
後
の
井
戸
水
ほ
と
ば
し
り江

澤

　茂
子

花
筏
水
面
揺
ら
す
鯉
の
口

久
我
マ
ツ
子

岩
清
水
迸
り
つ
つ
滝
と
な
る

福
山

　富
二

川
の
瀬
や
銀
鱗
踊
り
百
花
落
つ

篠
原

　一
代

花
草
も
ひ
と
休
み
す
る
春
の
雨

里
見
ふ
み
子

こ
い
の
ぼ
り
風
に
逆
ら
う
夫
婦
鯉瀧

口

　和
男

花
筏
行
く
先
知
れ
ず
流
れ
込
み

野
村

　育
男

ラ
ン
ド
セ
ル
子
ら
の
背
で
舞
う
ス
イ
ト
ピ
ー

岡
村

　朋
子

優良賞　安藤　瞳衣（勝浦中１年）
　　　　川名　美帆（勝浦中１年）
　　　　上村　真夕（豊浜小６年）
書道の部
優秀賞　川名　美帆（勝浦中１年）
　　　　鈴木　隆生（勝浦小６年）
　　　　覀川　秋音（総野小５年）
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Katsuura 
Topics

Katsuura Topics

　元北中学校グラウンドで４月１６日、消防団員訓練
と消防操法訓練開始式が行われました。
　この日は朝から快晴で少し汗ばむ陽気の中、団員は
規律訓練や隊列訓練、ホースの取り扱い方などの基本
動作を勝浦消防署員から改めて学び、地域防災への意
識を高めました。
　また６月１８日に御宿町で開催される第５０回夷
隅支部消防操法大会（第５３回千葉県消防操法大会
夷隅地区予選）に向けて、小型ポンプ操法の部に出場
する第５分団が訓練を開始しました。大会までのお
よそ２ヵ月間、勝浦消防署やキュステ駐車場で本番に
向けた訓練に励みます。

市民の安全を守るために

消防団訓練・操法訓練開始式

小型ポンプ操法の部に出場する第５分団

ホースの取り扱い方を学ぶ新入団員

なにやら人だかりが…

各年代のタイムカプセルが揃う

いよいよタイムカプセルを開ける中からはたくさんの思い出の品が

　４月２２日、給食センターの一角では、ショベルカーなどの重機
による作業を見守る数多くの人々が。話を聞くと、１３年前に惜
しまれつつも閉校となった新戸小学校の卒業生たちが、タイムカ
プセルを掘り起こしているとのことでした。
　埋められたタイムカプセルは、閉校時に在籍していた全校生徒
の分と、それ以前の卒業生の分が２つの合計３つ。地元の方々の
協力で、無事すべてのタイムカプセルが再び卒業生たちの前に姿
を現しました。
　今回の集まりは、卒業生の鈴木利隆さん、岩瀬雄貴さん、吉野禎
代さんの３人を中心に、当時の先生方や多くの卒業生が参加し、昔
を懐かしんでいました。鈴木さんに話を聞くと「みんなが集まっ
てくれたことがなによりも一番よかったです」と笑顔で話してく
れました。

仲間たちと思い出を共有

新戸小学校タイムカプセル
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

　

毎
年
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
」
を
目
的
と

し
た
『
勝
浦
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）』
を
国
際
武
道
大

学
の
協
力
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
新
し
い
交
流
の
場
と
し
て
、
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

７
月
15
日
㈯
・
16
㈰
・

　

22
日
㈯
・
23
日
㈰

　

各
日
と
も
13
時
～
15
時

場
所　

武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
横　

弓
道
場

対
象　

中
学
生
以
上
男
女
（
未
成
年

者
は
保
護
者
の
同
意
と
成
年
者
に

よ
る
送
迎
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

定
員　

20
名

参
加
料　

２
，
０
０
０
円

　
（
計
４
回
の
保
険
料
込
み
）

持
ち
物　

運
動
が
で
き
る
服
装
（
前

に
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど
な
い
も
の
が

の
ぞ
ま
し
い
）、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、

水
分
補
給
の
ド
リ
ン
ク
、
救
急
用

品
な
ど

申
込
受
付　

６
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

勝
浦
市
役
所
４
階　

社
会
教
育
課

　

窓
口

問
合
せ　

社
会
教
育
課

　

☎
73

−

６
６
６
５

日
時　

６
月
24
日
㈯

　

９
時
30
分
～
12
時

場
所

　

９
時
30
分
～

　

興
津
集
会
所
（
講
義
）

　

10
時
30
分
～

　

海
の
自
然
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
磯
に
す

ん
で
い
る
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
を
観

察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
８
日
㈯

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

※
雨
天
中
止

場
所　

勝
浦
市
吉
尾
海
岸　

参
加
料　

50
円
（
傷
害
保
険
料
）

対
象　

市
内
小
学
生
（
３
年
生
以
下

は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
）

講
師　

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
分
館

　

海
の
博
物
館
職
員

定
員　

30
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

主
催　

勝
浦
市
教
育
委
員
会

申
込
期
間　

６
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

社
会
教
育
課

　

☎
73

−

６
６
６
５

テ
ー
マ「
災
害
へ
の
備
え
を
考
え
る
」

　

近
年
日
本
各
地
に
お
い
て
災
害
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
備

日
時　

６
月
25
日
㈰　

８
時
30
分
～

会
場

　

国
際
武
道
大
学
体
育
館（
３
号
館
）

参
加
資
格

①
市
内
在
住
の
方

②
市
内
在
勤
の
方

③
市
内
小
中
学
校
卒
業
の
方

④
右
記
①
～
③
以
外
の
方
は
、

　

１
チ
ー
ム
３
名
ま
で
参
加
可
能

⑤
学
生
の
方
の
参
加
は
不
可

　
（
監
督
・
コ
ー
チ
な
ど
を
除
く
）

　

千
葉
県
の
文
化
の
振
興
を
図
る
た

め
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
ま
た

は
団
体
に
助
成
金
を
支
給
し
、
そ
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　

医
学
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
分
野
で
、
千
葉
県
の
文
化
振

興
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
・
団
体

助
成
金
上
限

　

１
０
０
万
円
以
内

募
集
期
間

　

６
月
１
日
㈭
～
８
月
１
日
㈫

問
合
せ

　
（
公
財
）
土
屋
文
化
振
興
財
団

　

☎
０
４
７

−

３
６
４

−

３
６
８
９

勝
浦
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）

『
弓
道
教
室
』参
加
者
募
集

平
成
29
年
度
環
境
学
習
会

海
と
川
の
つ
な
が
る
所
に

す
む
カ
ニ
の
観
察
会

～
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
～

磯
の
生
き
物
探
訪

第
１
回

『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
』
開
催
（
全
３
回
）

春
季
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

土
屋
文
化
財
団
助
成
金

　

塩
田
川
河
口
（
観
察
会
）

講
師　

奥
野
淳
兒
氏（
海
の
博
物
館
）

定
員　

30
名
（
小
学
生
以
上
、
た
だ

し
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。
定
員

に
な
り
次
第
募
集
終
了
）

※
観
察
会
で
は
河
口
に
下
り
ま
す
の

で
濡
れ
て
も
良
い
靴
と
軍
手
を
持

参
く
だ
さ
い

※
つ
ば
の
広
い
帽
子
や
首
す
じ
に
巻

く
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど
を
準
備

し
て
必
ず
熱
中
症
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い

※
双
眼
鏡
の
あ
る
方
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い

申
込
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

　

☎
73

−

６
６
３
９

⑥
男
子
チ
ー
ム
に
参
加
す
る
女
子
に

限
り
、
①
～
⑤
の
資
格
要
件
は
適

用
し
な
い

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
，
０
０
０
円

申
込
締
切　

６
月
９
日
㈮

※
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
を
６
月
14
日

㈬
に
、
市
役
所
４
階
大
会
議
室
で

18
時
よ
り
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

社
会
教
育
課

　

☎
73

−

６
６
６
５

え
る
た
め
の
知
識
や
行
動
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

日
時　

７
月
６
日
㈭

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

勝
浦
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
勝
浦
市
串
浜
１
１
９
１
の
１
）

講
師　

勝
浦
市
総
務
課
消
防
防
災
係

　

神
戸
哲
也
係
長

定
員　

30
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

参
加
費　

無
料

※
第
２
回　

９
月
７
日
㈭

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
予
定
）

※
第
３
回　

11
月
21
日
㈫

　

視
察
研
修
（
予
定
）（
第
３
回
目

は
年
度
当
初
の
予
定
よ
り
日
程
を

変
更
い
た
し
ま
し
た
）

申
込
・
問
合
せ　

勝
浦
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
勝
浦
市
社
会

福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
73

−

６
１
０
１
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農
地
や
農
業
用
施
設
が
被
災
し
災

害
復
旧
事
業
を
申
請
し
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
災
害
の
日
か
ら
１
週
間
以

内
の
報
告
が
必
要
で
す
。
大
雨
や
台

風
な
ど
に
よ
る
災
害
が
あ
っ
た
後
は

見
回
り
を
行
い
、
速
や
か
に
農
林
水

産
課
農
林
係
に
ご
連
絡
下
さ
い
。（
見

回
り
は
、
十
分
に
安
全
を
確
認
し
て

か
ら
行
っ
て
下
さ
い
。）

問
合
せ　

農
林
水
産
課
農
林
係

　

☎
73

−

６
６
３
５

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
10

日
ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周

知
啓
発
強
化
期
間
」
と
し
て
、
電
波

を
正
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
周
知
・
啓
発
活
動
お
よ
び
不
法
無

線
局
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
ま

す
。

　

電
波
は
暮
ら
し
の
中
で
欠
か
せ
な

い
大
切
な
も
の
で
す
。
電
波
の
ル
ー

ル
は
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

関
東
総
合
通
信
局

○
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　

☎
03

−
６
２
３
８

−

１
９
３
９

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　

☎
03

−

６
２
３
８

−

１
９
４
５

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受

信
相
談

　

☎
03

−

６
２
３
８

−

１
９
４
４

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
随

時
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
市

内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
健
康
な

方
で
あ
れ
ば
、
男
女
を
問
わ
ず
入
会

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
定
年
退
職
し
た
あ
と
、
地
域
社
会

に
役
立
つ
仕
事
が
し
た
い
方

○
健
康
と
生
き
が
い
の
た
め
に
働
き

た
い
方

○
毎
日
は
無
理
だ
が
少
し
で
も
働
き

た
い
方

○
仕
事
を
通
じ
て
新
し
い
仲
間
を
作

り
た
い
方

問
合
せ

　

勝
浦
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
70

−

１
３
１
３

日
時　

６
月
11
日
㈰

　

13
時
～
16
時
30
分

場
所　

千
葉
市
中
央
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
室
１
（
き
ぼ
ー
る
11
階
）

内
容　

講
演
「
吃
音
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
吃
音
の
体
験
発

表
、
吃
音
問
題
解
決
に
向
け
て
の

話
し
合
い

定
員　

60
人

　
（
事
前
申
し
込
み
に
て
受
け
付
け
）

申
込
締
切　

６
月
10
日
㈯

問
合
せ　

千
葉
言
友
会
事
務
局

　
☎
０
８
０

−

１
０
８
２

−

１
０
１
１

　

苑
内
で
丹
精
込
め
て
育
て
た
ば
ら

が
開
花
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
一

般
開
放
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。
５
月
28
日
㈰

17
時
よ
り
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
来
苑
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
25
日
㈭
～
31
日
㈬

　
　
　

10
時
～
15
時

会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
名
木

緑
風
苑　

ば
ら
庭
園

そ
の
他　

入
場
無
料
、
駐
車
場
完
備

（
台
数
制
限
あ
り
）

問
合
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
名

木
緑
風
苑
（
☎
70

−

５
１
５
０
）

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
事
業
の
申
請
に
つ
い
て

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ

　
　
　
　

  

不
法
電
波
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

会
員
募
集
中
！

吃
音
（
ど
も
り
）
を

　
　
　

  

考
え
る
つ
ど
い

名
木
緑
風
苑

　
　

 

ば
ら
展
の
ご
案
内

　

工
業
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、

平
成
29
年
か
ら
毎
年
６
月
１
日
現
在

で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

製
造
業
を
営
む
事
業
者
に
調
査
員
が

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

調
査
内
容　

従
業
員
数
、
製
造
品
出

荷
額
、
在
庫
額
、
原
材
料
使
用
額
、

有
形
固
定
資
産
ほ
か

問
合
せ　

企
画
課
広
報
統
計
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
５
７

試
験
日
時

　

10
月
８
日
㈰　

10
時
～
12
時

受
験
資
格　

医
療
・
保
健
・
福
祉
分

野
の
有
資
格
者
な
ど
で
一
定
期
間

以
上
の
実
務
経
験
の
あ
る
方

申
込
書
配
布
期
間

　

５
月
29
日
㈪
～
６
月
30
日
㈮

申
込
書
配
布
場
所

　

勝
浦
市
役
所
介
護
健
康
課

申
込
受
付
期
間

　

５
月
29
日
㈪
～
６
月
30
日
㈮

申
込
方
法　

簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送

受
付
の
み
（
最
終
日
消
印
有
効
）

問
合
せ　

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

介
護
支
援
専
門
員
養
成
班

　

〒
２
６
０

−

８
５
０
８　

　

千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
４

−

３

　

☎
０
４
３

−

２
０
４

−

１
６
１
０

　

毎
年
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
」
を
目
的
と

し
た
『
勝
浦
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）』
を
国
際
武
道
大

学
の
協
力
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
新
し
い
交
流
の
場
と
し
て
、
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

７
月
15
日
㈯
・
16
㈰
・

　

22
日
㈯
・
23
日
㈰

　

各
日
と
も
13
時
～
15
時

場
所　

武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
横　

弓
道
場

対
象　

中
学
生
以
上
男
女
（
未
成
年

者
は
保
護
者
の
同
意
と
成
年
者
に

よ
る
送
迎
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

定
員　

20
名

参
加
料　

２
，
０
０
０
円

　
（
計
４
回
の
保
険
料
込
み
）

持
ち
物　

運
動
が
で
き
る
服
装
（
前

に
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど
な
い
も
の
が

の
ぞ
ま
し
い
）、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、

水
分
補
給
の
ド
リ
ン
ク
、
救
急
用

品
な
ど

申
込
受
付　

６
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

勝
浦
市
役
所
４
階　

社
会
教
育
課

　

窓
口

問
合
せ　

社
会
教
育
課

　

☎
73

−

６
６
６
５

平
成
29
年
度
千
葉
県
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

工
業
統
計
調
査
へ
の
ご
回
答
を

刑法犯認知件数【少ない順】〔３月〕　

３月末も県内 37 市中、第１位でした！
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 37 + 8 件
２ いすみ市 47 ー13 件
３ 南房総市 53 +22 件

ご み 処理状況〔３月〕　(   ) 内は前年同月比

■ ３ 月 分 処 理 量 ： 
 平成２８年度累計  

755.318t（3.34% 減）
7548.859t

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ：

643.520t（3.55% 減）
111.798t（2.14% 減）

市民のうごき〔４月現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１８，３４１
９，２４８
９，０９３

人（４１増）
人（４２増）
人（　１減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

１４９
８３

４
３０

０
０
１

人
人
人
人
人
人
人（増）

■世帯 ８，８９５（６７増）

交通事故件数〔４月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　５５件　
○人身事故…
　　死者数：
　　傷者数：
○物損事故…

　５件
　０人
　６人

　５０件

消防署の出動〔４月〕
勝浦消防署　☎８０−０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　０件（０）
■救急： ９５件

第３日曜日 ５月２１日

8：30～12：30第１日曜日 ６月　４日

第３日曜日 ６月１８日

 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

13 KATSUURA 2017.5.19



14KATSUURA 2017.5.19



15 KATSUURA 2017.5.19



『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
6
月
2
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
企
画
課

０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９-

５
２
９
２ 

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
ー
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　h

ttp
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w
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携
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芝田　勝茂　作
出版社：小峰書店

勝浦中学校　１年
石井　ちとせ 

　私の夢は栄養士になることです。きっかけは
二つあります。一つ目は、私が五才の時、初め
て親子料理教室に行きました。その時に料理を
してほんとうに楽しいと思ったからです。
　二つ目は、私が二年生の時、祖母が病気で入
院してしまいました。お昼頃、お見舞いに行くと、
祖母は昼食をとっていました。その食事は栄養
バランスが良い食事でした。そこで私は、食事
をバランス良く食べるだけで健康を保てるのは、
「すごいな」と思いました。
　私は小学校二年生の時から栄養士になろうと
いう気持ちが変わっていません。家で料理をす
る時は、失敗したら次はどうしたら良いか考え
るようになりました。私は、病院で患者さんに
合った食事を考え、人を幸せにしたいと願って
います。

「みんなが健康で、
　  幸せになれる
　　　　食事を」

 　そろそろ梅雨です…
で、雨ニモマケナイヨ
ウニ…アミとゆりはい
つもの公園で不思議な
少年に会います。そし
て始まった劇団イーハ
トーヴのオーディショ
ンと公演。宮澤賢治の

「雨ニモマケズ」がモチーフで、過去の課題図書です
が、大人にもおすすめ！ドタバタハチャメチャ、で
も最後に「雨ニモマケチャウカモシレナイ」…それ
でもいいかな ? って思えます。

○おにたのぼうし　○おもちのおふろ
○どっちがどっち！？　○エルマーのぼうけん
○恋するハンバーグ　○新・良妻賢母のすすめ
○求めない　○早起き・早寝・朝ごはん

コレも読んで！

コレ読んで！図書館
からの
コレ読んで！

「君を愛することができて僕は幸せです。
　　　　　　　  この幸せをいつまでも!」（健二）

『新婚さん』を大募集中！
　６ヶ月以内に入籍し勝浦市に在住するお二人の
ラブラブな画像を募集します！お二人の氏名（ふり
がな）と短いコメント、住所、ご連絡先を同封のうえ、
ご応募ください。写真の場合は返却いたします。

鈴木　健二さん・菜苗さん
（川津）

ご結婚おめでとう
ございます♪

勝浦中学校　１年

白石　海陽

　ぼくの夢は、医師になることです。なぜ医師に
なりたいかというと、ぼくが入院した時のお医者
さんの対応がかっこよかったからです。医師に
なったら多くの患者さんの命を救いたいです。そ
して、みんなから注目される医師になりたいと
思っています。
　しかし、医師になるには高い学力が必要なので、
毎日勉強をがんばりたいです。そして、医学部に行っ
て、専門の知識を増やしたいです。そのためには、
中学校の勉強をがんばらなければなりません。
　また、多くの人から信頼される医師になって自
分の病院を設立したいと思っています。この病院
で、信頼される病院の院長になりたいです。この
夢を実現するために毎日の勉強に精一杯取り組み
たいと考えています。

「信頼される
          医師に」 『雨ニモマケチャウ

　　カモシレナイ』

（千葉市）

太陽のほほえみ
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